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平成 2 8年 1月≡木古内EXPRESS≡
北海道新幹線木古内駅開業に向けた様々な取組

状況などを町内外の皆様にお知らせします。
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↑見学者を改札口でお出迎えするキーコ駅長（H27.12.13 ）

エ ク ス プ レ スき こ な い

－北海道新幹線開業に向け、二次交通の充実を目指す－

新幹線木古内駅を拠点とした広域観光事業がバージョンアップ！
新幹線木古内駅活用推進協議会は、11月17日（火）に本年度第2

回目の協議会を開催し、新幹線木古内駅を拠点に、渡島西部・檜山
南部エリアのバスが3日間乗り放題となる周遊パスポート「千年北海
道手形」の総括と今後の取組について協議を行いました。手形の販
売実績は昨年度と同程度でしたが、利用者からは「とても便利で大
変お得！」、「各町の滞在型メニューが充実していた」などの意見
をいただきました。次年度は新幹線開業に伴い、5月の桜のシーズン
の観光需要も取り込むため、開業当日の3月26日から10月31日まで
の期間で実施することを決定しました。

北海道新幹線木古内駅
駅舎見学会を開催！

↑参加者には抽選で特産品をプレゼント！

また、本年度事業として、レンタカーを活用した誘客促進を図
るため、木古内町内でレンタカーを借上げ、対象となる渡島西
部・檜山南部各町の店舗で特産品などを購入することで、各町の
特産品が当たるレシートラリーを1月13日から3月21日までの期
間で実施することを決定。
その他にも、冬期間の新たな観光需要を創出するため、冬なら

ではの魅力を体験できる「冬のモニターバスツアー～江差号＆松
前号～」を江差の2月のメインイベントである「江差ひな語り」
にあわせて実施することも決定。江差号では、厚沢部町のメーク
イン・コロッケ・コンテストで優勝したコロッケの試食や江差町
では「江差ひな語り」にあわせ雛人形で飾られた「いにしえ街
道」をガイドと共に散策します。松前号では、知内町に新たにオ
ープンするカキ小屋での「ちょい食べ」や松前マグロの昼食。
どちらも最後は、木古内町の道の駅「みそぎの郷きこない」にオ
ープンするイタリアンレストラン「どうなんde’s」の地域食材に
こだわった夕食がついています。冬ならではの体験とグルメを楽
しめるバスツアーは、ＪＲ北海道「函館日和」で一般販売（各コ
ース4,800円）しておりますので、是非ご参加ください。

新幹線で
がんばる町

ＪＲ北海道が主催する「北海道新幹線木古内駅
駅舎見学会」が開催されました。
この日は、開業間近の駅舎を見学できるとあっ

て、町内外から約７００名が来場し、キーコ駅長
のお出迎えをはじめ、みそぎ太鼓の演奏やミニ新
幹線山車の展示、北海道檜山振興局の顔出しパネ
ルの設置などで、皆様をお出迎えしました。
見学された方々は、「新幹線の駅名標を見たら

本当に来るんだと実感した」など、北海道新幹線
の開業をより一層身近に感じていただくことがで
きた１日となりました。

↑バスツアーを紹介している「函館日和」パンフ
ＪＲ北海道の各駅でお申込みいただけます。



新幹線に想いを乗せて！元そば店主が天才シェフと二人三脚！

≡ 木 古 内 E X P R E S S ≡
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新幹線木古内駅には８往復１６本が停車！

エ ク ス プ レ スき こ な い

－ 北海道新幹線ダイヤ発表－

－ 特集 新幹線でがんばる人たち－

観光コンシェルジュの活動
をfacebookページで発信し
ています。facebook未登録
の方でも閲覧できます。

道南西部9町の広域観光情
報を「旬感・千年北海道」
のホームページとfacebook
ページで発信しています。

1000nen-hokkaido.com

www.facebook.com/1000nen.hokkaido

キーコの情報はこちら

キーコの活動をブログで発信しています。

ホームページとフェイスブック
で情報発信中

www.facebook.com/kikonai.hayabusa03

「どうなんde’s

Ocuda Spirits」

料理長 飯田 晃久さん

※新幹線開業を契機に、

そば店を弟に譲り、

イタリア料理人に転身。

◆なぜ、イタリア料理の道を目指したのですか？

↑奥田シェフ（右）と一緒に
メニューを試作中

↑JR北海道へ要望書を手渡す
大森木古内町長と工藤上ノ国町長

↑地元で配られた号外
開業への期待が高まります

キーコの活動をfacebookペ
ージで発信しています。
facebook未登録の方でも閲
覧できます。

www.facebook.com/kikonai.ki.ko

http://ameblo.jp/kikonaiki-ko/

北海道新幹線木古内駅開業にあわせ、木古内町を
盛り上げるため、もう一度挑戦してみたいと思いま
した。

◆天才シェフ奥田政行氏のもとでの修行の感想は？

最初は皿洗いの日々が続き、自分は何のためにこ
こに来たのかと悩む日々が続きましたが、家族や周
囲の支えで乗り切ることができました。この経験を
通して、自分の頭で考えて行動することの大切さを
学びました。今では、野菜や魚介は火の入れ方一つ
で味が変わることを知り、食材を知ることが楽しい
です。

◆どんなメニューとなるのですか？

コンロ付きのテーブルとなりますので、道南の食
材を自分で焼いたり、煮たりするものや、パスタや
シカ肉などの肉料理も提供します。食材は常に味が
変わるので、その季節にあった料理を作りたいと思
っています。

◆オープンに向けて一言お願いします！

新幹線開業に向けた集客の核となる施設として、
大きな期待を寄せられていると実感しています。お
店には力強いスタッフが揃っていますので、みんな
で協力して、たくさんの方に立ち寄っていただけれ
ばと思います。

↑食材の良さを活かし、パスタやア
クアパッツァなどを試作

木古内町と新幹線木古内駅活用推進協議会は、
12月2日、ＪＲ北海道本社において、新幹線木古
内駅の停車本数を現在の特急の停車本数である
10往復以上とするよう要請活動を行いました。
これに対し、ＪＲ北海道は、 12月18日に北海

道新幹線のダイヤを発表し、新幹線木古内駅の停
車本数は、13往復中8往復が停車することとなり
ました。10往復には届かなかったものの、地元
のために最大限の配慮をしていただき、要請活動
が実を結んだ形となりました。
木古内駅には、東京からの始発便や東京への最

終便が停車し、始発列車に乗れば、午前10時台
から木古内駅を起点とした広域観光が楽しめ、本
州からの観光客にとって利用しやすくなります。
今後も、渡島西部・檜山南部各町との連携によ

り、二次交通の充実や観光メニューの開発などを
積極的に推進することによって、新幹線木古内駅
の利用客増加につなげていきます。


